
2022年 10月に発表された米国の国家防衛戦略について 

１ 趣 旨 

  2022年 10月 28日に発表された米国の国家防衛戦略(NDS : National Defense Strategy)の特徴に

ついて 2018年に発表されたものと対比して考察するものである。 

 

２ 記述体系 

 

３ 特 徴 

（１）概 要 

   2022年版の NDSの特徴は、①中国の脅威対象としての最優先化、②防衛の優先順位の明確化

（同盟やパートナーへの配慮）、③「統合抑止」と「（平素からの）キャンペーニング

(campaigning)」の強調、④戦力の防護性及び任務継続性の強調である。 

（２）安全保障環境の捉え方 

  ア 中国の脅威対象としての最優先化 

   〇 2018年版では中国は「軍事力・経済力を強化し、地域における覇権を模索3」と記述されて

いたが、2022年版では「米国の安全保障に対し、最も包括的で深刻な挑戦を行っている4」、

「中国への対応は 2022年版の国家防衛戦略の焦点のひとつ5」と記述され、戦略的競争相手と

しての中国の存在感の拡大及び米国の警戒感の増加が感じられる。 

   〇 ロシアは「NATO の影響力を排除し、自国に有利な環境の形成を画策6」という記述から、

2022年 2月のウクライナへの大規模侵攻を経て、「中国は米国に迫ろうとする競争相手である

が、最近の差し迫った脅威はロシアである7」と改められた。米国としては中国への対応を優

先したいとしつつもロシアにも目を向ける必要が続く戦略的な難しさが感じられる。 

   〇 また、「中国やロシアの脅威は様々な形で米本土に既に行使8」されていると言及している。 
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  イ 脅威対象以外の要素 

脅威対象以外の要素として、2022年版では「急激に進展する領域及び技術9」、「競争相手によ

る Gray Zone活動10」、「気候変動及び国境を跨ぐ課題11」が述べられており、「急激な技術進展や

挑戦国による軍備強化が米軍の優位性を失わせ、戦争の性格(characters of war)を変えつつあ

る12」と作戦レベルに近い記述が主体であった 2018年版よりもより戦略レベル寄りの考察へと

変化している。 

（３）防衛の優先順位の明確化（同盟やパートナーへの配慮） 

  〇 2018年版における防衛の目標は、下表のとおり「本土防衛」、「統合軍の優位維持」、「同盟国

の防衛」から「国防総省の改革」等まで１１項の目標が列挙されていたが、2022年版では優先

順位付けがなされた４項に整理されている。 

  〇 この際、2018年版では対象国に優先順位付けがなされていなかったが、2022年版では中国へ

の対応が最優先に位置づけられるとともに、同盟やﾊﾟｰﾄﾅｰの防衛の記述順序が繰り上げられて

おり、同盟国等との関係強化や信頼回復を図ろうとする姿勢が感じられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）「統合抑止(Integrated Deterrence)」 

  〇 ｢統合抑止｣及び後述する｢(平素からの）キャンペーニング)｣は 2022年版 NDSの大きな特徴と

言える。2018年版 NDSに同内容に該当する記述はなく、「戦略環境」「防衛の目標」の次の記述

は「戦略アプローチ」が述べられており15、どのような考えに基づき軍事戦略を行うかについて

は明示されていなかった。その点において 2022年版では、考え方が明確化されている。 

 

 

                                                      
9 NDS2022, P.6. 

10 Ibid. 

11 Ibid. 

12 NDS2018, P.3. 

13 Ibid, P.4. 

14 NDS2022, P.7. 

15 NDS2018, P.4. 

2018年版13【防衛の目標】 

 

2022年版14【防衛の優先順位】 

- 本土への攻撃の防衛 

- 統合軍の優位性、ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ及び重要地域の安

定維持 

- 死活的国益への侵害の抑止 

- 省庁間のｶｳﾝﾀｰﾊﾟｰﾄによる国益促進 

- ｲﾝﾄﾞ太平洋、欧州、中東、南半球のﾊﾟﾜｰﾊﾞﾗ

ﾝｽ維持 

- 同盟への侵略の防衛及びﾊﾟｰﾄﾅｰの防衛義務

の公平化 

- 国家・非国家による WMD使用の予防・抑止 
- 米国本土、国民、同盟、ﾊﾟｰﾄﾅｰへのテロ行

為の予防 
- 公共領域の開放性及び自由の保障 

- 国防総省の意識、組織、管理手法の改善 

- 比類ない 21世紀のｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ基盤を確立 

1 
中国がもたらすﾏﾙﾁﾄﾞﾒｲﾝな脅威に

対応しつつ、本土を防衛 

2 
米国、同盟、ﾊﾟｰﾄﾅｰへの戦略的な

攻撃を抑止 

3 

中国によるｲﾝﾄﾞ太平洋、次いでﾛｼ

ｱによる欧州の順に侵攻への阻止

及び紛争に勝利するための準備を

必要により実施 

4 
抗たん性ある統合軍及び防衛環

境・基盤の構築 



  〇 2022年版の「統合抑止」においては、抑止の方策として「拒否(Denial)による抑止」、「抗た

ん(Resilience)による抑止」、「直接的及び集団的なコスト賦課(Direct and Collective Cost 

Imposition)による抑止」16の３区分により記述されている。また、直接的なコスト賦課の手段

としては、通常の長射程火力、攻勢的サイバー攻撃、非正規戦、他国への軍事援助、他省庁と

の協力（経済制裁、貿易規制、外交措置）17が述べられ、抑止の手法とはいえ一定程度の実力行

使が念頭に置かれている。 

（５）「(平素からの)キャンペーニング(Campaigning)」 

  〇 キャンぺーニングとは、過去、日本語では「戦役18」とも訳され作戦行動中の行動を指されて

いたが、2022年版の記述においては、「抑止及び軍事的優位性増大は、軍備強化のみならず、キ

ャンペーニングによってもなされる19」として、平素の段階からの活動もキャンペーニングとし

て捉えられている。 

  〇 2019年に発表された米統合教範 Strategyにおいても「キャンペーニングは、日々の活動を含

み、『競争段階』から『武力紛争段階』までの期間をさす20」と記述され、NDSの考え方と一致し

ている。そのため NDS が念頭に置くキャンペーニングは、平素の諸活動、グローバルな兵力の

配置21から事態のエスカレーション、紛争への対応までを含めて概念が拡張されていると理解す

る必要がある。 

（６）戦力の防護性及び任務継続性の強調 

  〇 2018年版では、「戦略的アプローチ」の柱の一つである「更なる致命（効果）的な戦力の構

築」の章において、「各種戦力の近代化」22、「致命(Lethal)、機敏(Agile)、抗たん

(Resilient)」23をキーワードとした戦力の配置及び運用に紙面が割かれていたが、2022年版で

は、「戦力の構築」の章で、新たな作戦構想に基づく戦力の優先順位付けとして、「致命

(Lethal)」、「(妨害下での)持続性(Sustainable)」、「抗たん(Resilient)」、「生存性

(Survivable)」、「機敏及び適応性(Agile & Responsive)」24がキーワードとなっている。 

  〇 これらのキーワードを概観すると「持続性」、「抗たん」、「生存性」と積極性・攻撃性よりも

防護性・任務継続性が強調されていることが理解できることから、米国防総省が将来の作戦環

境をいかにシビアに認識しているか、また、その中でも活動が継続できる戦力にシフトしよう

とする姿勢が垣間見られる。 

  〇 また、「不朽の優位性獲得」の章内の「将来の戦力への変革の基礎」の項においては、現在の

米国の兵力開発・導入プロセスが遅すぎ、現在米軍が直面している課題の解決を念頭においた

装備の導入が軽視され、先端技術の取り込みも遅れていることから、民間セクターとの連携強

化や戦力取得プロセスの見直し、産業基盤の整備25が指摘されている。 
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４ おわりに 

  本文書については米国の国家軍事戦略の発表を受け、その内容を概観し主要な変化事項と今回の

戦略の特徴的事項の理解を図ろうとするものである。細部考察については、別の論考に委ねたい。 

（教育訓練研究本部研究部 １等陸佐 菊池 裕紀） 

（本記事に示された見解は、陸上自衛隊教育訓練研究本部における研究の一環として発表する執筆者

個人のものであり、防衛省、陸上自衛隊の見解を表すものではありません。） 


